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熊野の遊びこ とばの 豊か さを教材にする

余 健
*

･ 鈴木 幹夫
* *

情報過多等 で 自 己の 存在価値 ま で 不透明 な現代 に お い て
､ ｢ 遊 び こ と ばや遊 び の 豊 か さ｣ に 焦点 を 当て た 静 的

な作文教材 と動的な ビ デ オ教材を複合的 に ｢ 総合的 な学習｣ に取り入れ
､
｢ 自 己の 存在価値 の 確認 と そ の 相対化｣

の プ ロ セ ス を進め る こ とが
､ 子供 の 自 己中心的 で な い より 健全 な ｢ 生き る力｣ の 再生 に つ なが る もの と考 え る｡

キ ー ワ ー ド ニ 熊野､ 自然､ 遊 び こ とば や 遊 びの 豊か さ､ タ パ ル
､ 自 己の 存在価値 の 確認 と そ の 相対化

1
.

は じめに

余 ･ 山本 ･ 鈴木 (2 0 0 5) に お い て は､ 収録 さ れ た 当地

の 高年層 が語 る民話､ ｢ ガ ロ ボ シ ( か っ ぱ) に 引 か れ た

子供 の 言 い 伝 え｣ に 現代社会 に お け る 利益 ･ 効率
一 辺倒

の 価値観 の 枠組 み で は捉 え ら れ な い｢ 熊野 の 精神的世界

の 豊か さ｣ の 一

端を垣間見る こ と が で き た｡ そ し て ､ そ

れ を 小学校 の 総合的 な学習等 の 授業 で 使用可能 な ビ デ オ

教材 に 結 び っ け指導教案 を検討 し
､ 最終的 に は子供 た ち

に 生き る 力を 身 に 付 けて も らう た め の 具体的 な方策 を検

討 した｡

こ れ を受 けて 本稿 で は､ 2 0 0 3 年 か ら 200 5 年 ま で 実施

さ れ た熊野 で の 臨地面接調査の 中の 遊 び こ と ば に 焦点 を

当て ､ そ の 豊 か さ を確認 し小学校 の 総合的 な学習等の 授

業 で 使用可能 な ビ デ オ 教材 の 作成 を 余の 観点か ら目指 し

た ( 3
､

4 章) ｡
一 方 ､ 熊野 の 小学校 で 作文教材 の 作成 に

努 め る著者 の
一

人 で もあ る鈴木 は
､

そ の 総合学習の 時間

に お け る利用法 に つ い て ､ 熊野 の ｢ 遊 び こ と ば や遊 び の

豊か さ｣ に 焦点 を 当て
,

ビ デ オ 教材 の 活用 と合 わ せ て マ

ル チ メ デ ィ ア 的 に 検討 し
､

そ れ に 基づ く指導案作成 を試

み た (5 章) ｡

2 . 臨地面接調査の概要

収録年月 日 200 3 年 - 2 0 0 5 年

収録場所 三重県熊野市飛鳥町､ 紀和町大乗須､ 紀和

町楊枝

話者 植中逸香 : 女性 1 9 3 4 年生 (当時 69 歳)

三 重県熊野市飛鳥町神山出身

山本文子 : 女性 1 92 8 年生 (当時 7 5 歳)

三 重県熊野市飛鳥町神山出身

竹 ノ 花光代 : 女性 19 2 4 年生 (当時8 0 歳)

三重県熊野市紀和町大栗須出身

佐古口 ふさゑ : 女性 19 2 7 年生 (当時 76 歳)

三 重県熊野市紀和町板屋出身

畠は じ め : 女性 19 3 9 年生 (当時 66 歳)

三 重県熊野市紀和町楊枝出身

調査者 鈴木幹夫､ 石 田靖子､ 井上浩志､ 稲葉正洋､

太 田武志､ 岡田愛弓､ 梶浦彩､ 桑原健豪､

鈴木啓史､ 立 田健 二 ､ 富永千智､ 服部奈美､

古市隆仁､ 平井順子､ 山本麻里 江､ 槙井宏

桂

撮影者 余 健

以 降 は､ 上述 の 熊野出身 ･ 高年層話者 5 名 (植中 ･ 山

本 ･ 竹ノ 花 ･ 佐古 口 ･ 畠) の 各氏 の 回答に 基 づく記述 ､

並び に 考察で ある｡ 尚､ 調査風景 は全 て デ ジ タ ル ビ デ オ

と デ ジタ ル オ ー

デ ィ オ テ
ー プで 収録 して い る｡ 熊野 の 遊 び

こ とばや 環境に ま つ わる こと ば ( 動 ･ 植物 の 呼称等) の

確認 は
､ 石 田靖子以下 の 三 重大学教育学部生 が担当 し

た
* ‥

｡ ま た､ 熊野 に 伝わ る民話 の 聞き取 りや調査全般 に

同じく熊野出身で 話者の 5 名の 方 と 旧 知 の 仲 に あ る鈴木

幹夫氏 (御浜町出身 ･ 50 代) に 関わ っ て い た だ い た お 陰

で , 全体的に か な り自然な雰囲気 の 中､ 調査が 行わ れた｡

3 . 熊野の 遊びこと ばの豊か さ

( 3 -

1 ) お 手玉 と お 手玉 遊び

(1) お 手玉遊 び

｢ お 手玉遊 び｣ に 対する方言形 を確認 し た と こ ろ ､

表 1 に 示すとおり の 回答を得 た｡ ま ず､ ｢ ( お 手玉 を)

取る｣ を意味する と考え られ る ｢ タ パ ル｣ に つ い て は ､

明治生ま れの 方を調査対象 に した 日 本言語地図
= ♯ ♯

に

* 三 重大学教育学部国語教育
* * 紀和町立入鹿小学校

* I * 余健が 担当 の 三 重大学教育学部で 開講 され て い る国学演習 C I の 中で 調査 は実施 さ れ た｡

I * * * 調査 は 1 9 5 7 年か ら 1 9 6 4 年 にか けて
､ 国立国語研究所 に よ っ て北海道 か ら琉球列 島に至 る全 国 24 0 0 箇所 で 行 わ れ た ｡ 調 査

対象者 は
, 調査時点で 1 9 0 3 年 ( 明治 3 6 年) 以 前 に生まれ た､ そ の 土地生 え抜き の 男性 (各地点 1 名) で あ る｡
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余 健 ･ 鈴木 幹夫

(義 1) ｢ お 手 玉 遊びの 万音形｣

話 者 氏 名 お 手 玉 遊 び

植 中 通 番 イ ツ カ タ バ リ ､ 夕 パ ル

山 本 文 子 イ ツ カ タ パ リ
､

タ パ ル

竹 ノ 花 光 代 夕 パ ル

佐古 口 ふ さ ゑ タ バ リ

畠 は じ め オ ジ ヤ ミ

よ る と 全国 で 熊野 に お い て の み 報告 が な さ れ て い る

( 国立国語研究所､
1 9 6 9) ｡ 竹 ノ 花氏 の 発話内で ｢ ヨ 一

夕 バ ラ ン ( お手玉 を取 る こと が で きな い)｣ や ｢ ミ ッ ツ

モ ク バ
ッ タ ケ ド (3 個で も お手玉 を 取 っ た け ど)｣ 等 と

い う言 い 方が確認され る こと か ら､ こ こ で の ｢ タ パ ル｣

は ｢ お手玉遊 びを する
､

お 手玉 を取 る｣ を意味す る 五

段活用動詞で あ る こ とが 判明 した｡ 又
､ 佐古 口 氏 に よ

る と子供 の 頃､ 母親か ら ｢ タ パ ル｣ の 名詞形 ｢ タ バ リ

( お手玉取 り)｣ を教え て もら っ た そ う で あ る c 佐古 口

氏の ご両親が
､ 共に 1 89 9 年 ( 明治 32 年) 生ま れで あ っ

たと い う こと な の で , 正 に 日 本言語地図 で 調査対象 と

1j: っ た 世代か ら ｢ タ パ ル｣ や ｢ タ
バ リ｣ と い う 方言形

を 伝承 したと い う こ とで あ ろう o ま た
､

こ の ｢ タ パ ル｣

は現在の 熊野に お い て も ｢ タ バ ラ シ テ｣ と い う 遊 び を

適 して 子供達に 受 け継が れ て い る形式 で ある (5 節(5 -

2) 参照) o 植中､ 山本両氏の ｢ イ ッ カ タ バ リ｣ の ｢ イ ッ

カ｣ や 畠氏 の ｢ オ ジ ャ ミ｣ に つ い て は ､ ｢ お 手玉袋｣ を

表す語形 で もあ る の で
､ 次節で 検討する｡

(2) お手玉 袋

(義 2) ｢ お手 玉 袋｣ の 方言形

話 者 氏 名 お 手 玉 袋

植 中 逸 香

マ ク ライ ブ カ
､ ネ ジリイ. y カ

､

イ .

7 カ
､ オ ジヤ ミ

山 本 文 子 イ ブ 力
､

オ ジ ヤ ミ

竹 ノ 花 光 代 オ ジ ヤ ミ

佐古 口 ふ さ ゑ オ ジ セ ミ

畠 は じめ オ ジ 十 ミ

次 い で
､
｢ お 手玉袋｣ の 方言形 を確認 した と こ ろ

､

表 2 に 示 す結果を 得た｡ ま ず､
5 名 の 万全且 に 使用 が

確認さ れ た ｢ オ ジ ャ ミ｣ は ､ 植中氏 に よ る と ｢ オ ジ ャ

ミ｣ の 中 に か つ て は､ 小豆や鈴､
ボ タ ン 等を 入れ て お

手玉遊 び を し て い た そ う で
, 投げら れ た 時の そ れ ら の

触れ 合 う擬音語 に ｢ オ ジ 十 ミ｣ の 語源を求 め ら れ る か

もし れ な い o

-

方 ､ 植中 ･ 山本の 両氏 に の み 確認 さ れ

た ｢ マ ク ラ イ ッ カ｣ ､ ｢ ネ ジ リ イ ッ カ｣ 等 の ｢ イ ッ カ｣

形 は
､
｢ l 個｣ を 表すもの と 考 え ら れ る が ､ 熊野 の 中

l ▲ グ 十 ミ . * 〆 十 ′

● ナ ン ゴ

. ナ ン
コ

. ナ ン EI

l 4

,
I . ･

■ チ ●- ナ d
. ナ ▲- ナ ゴ

ー l r l
I

I * ナ チト‖ e

I ▲ 九 1 シ

A ■ ク ク( y ) . ザ 7 +

A
-

* ザ 9
⊃

.

I

/ ヤ コ

▲ ア ヤ( コ 】

▼ タン タ ン ▼ サ ン J- シ

o
j

I . 一
-

* , I

◆ チ I t > ( タI y d

★ シ J タ
`

?

マ ト ン キ ン

( 匝 1 ) ｢ お 手 玉 袋｣ の 日本言語 地図 (佐藤 200 2)

で も 飛鳥町近辺 を 中心 に 使用さ れ て い る語形 で ､ そ こ

か ら約 20 キ ロ 離 れ た紀和町大栗須や紀和町 楊枝で は
､

使用さ れ て い な い よう だo 現在 で は ｢ オ ジ ャ ミ｣ が熊

野の 地域共通語と い え
,
｢ イ ッ カ｣ は 熊野 の 中 で も飛

鳥町辺 り に 使用域 が 限定さ れ た よ り方言色 の 濃 い 語形

で あ る と い え る だ ろ う
■ ‥ ‥

上 記 の 点を 明治生ま れ の 方 を調査対象 に し た 日 本言

語地区】で 確認する と
､ 東海

･ 北陸か ら紀伊半島南部を

含む 広く西 日 本一帯 に ｢ オ ジ ャ ミ｣ 系 の 語形 の 分布 が

確認で き る ( 図 1) o 又 ｢ イ ッ カ｣ に つ い て は
､ 簡略

化さ れ た 図 l で は省略さ れ 確認 で き な い が､
オ リ ジ ナ

ル の U 本言語地図 に ほ
､ 熊野市親鳥町立辺 に ｢ イ ッ カ｣

の 回答を 確認で き る ( 国立国語研究所 ､
19 6 9) D 更 に

園 1 で は､ 現在 の 共通語形で ある ｢ お手 だま｣ 系 の 分

布が
､ 関東 ･ 東北 を 中心 と し た東 口本 に多く 確認で き

,

大き く は 西 日本 の ｢ オ ジ 十 ミ｣ 系 の 語形 と東 日 本 の

｢( オ テ) ダ マ｣ 系 の 語形 が 方言地理学的 に 東西分布型

を な して い る と 認め られ る｡ 尚､
オ リ ジ ナ ル の 日 本言

語地図で は全国で 約 20 0 種類 の ｢ お 手玉袋｣ を示す語

形を確認 で き る

婆顧

- - ･
｢ オ ジ ャ ミ｣ は ｢ イ ッ カ｣ より ､

上 品 な こ とば で ｢ 町部｣ で 多 く使わ れ る こ とば で あ る, と の 植 中氏の 説 明も こ の 点 を 裏付

け て い よう o
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熊野 の 遊 び こ と ば の 豊か さ を教材 に す る

( 3) お手玉 遊 びを す る 時の 掛 け声

囲 1 で 熊野 で も 確認で き る ｢ オ ヒ ト ツ｣ や ｢ オ サ ラ

イ｣ ,
｢ ヒ

ー

フ ー｣ と い っ た お 手玉袋を 表す 語形 は､
お

手玉 を す る時 の 掛け 声や 歌の 中の こ と ば に 由来 して い

るo 以下 に 示す ビデ オ 教材
‥ ‥ ‥

の 中で も佐古 ロ
. 檀

中 ･ 畠の 各氏 か ら ､ ｢ オ ヒ ト ツ｣ や ｢ オ サ ラ イ｣ とい っ

た こ と ば が 入 っ た お手 玉 遊 びを する 時の 掛 け声 を ご紹

介頂し､ て い る｡

( 出演者 : 佐古[1 ふ さ ゑ 氏)

オ ヒ ト ツ オ ト シ テ オ .

7 サ ラ イ

( オ フ タ ツ) ､
‥ ‥ ■ 暮 ●

オ ト シ テ オ ･

ソ サ ラ イ

( オ ミ ッ ツ) ＼ オ ト シ テ オ ッ サ ラ イ

( オ ヨ ッ ツ) ､ オ ト シ テ オ フ サ ラ イ

( オ テ シ 十 ミ) ､ オ ト ン テ オ ッ サ ラ イ

( オ - サ ミ) ､ オ ト シ テ オ ッ サ ラ イ

( オ チ リ ン コ) ､ オ ト シ テ オ ッ サ ラ イ

( オ ヒ ダ リ) ､

サ サ ミ コ ト ン

( ナ カ ヨ セ) ス ナ ヨ セ オ ッ サ ラ イ

デ ン デ ン ム シ デ ン デ ン ム シ ム ー シ

シ ー ル オ シ ル

( チ ッ サ イ カ
ー

ワ ワ タ リ マ シ ョ )

オ ッ サ ラ イ ( オ ッ キ ナ カ ー ワ ワ タ リ マ シ ョ)

オ ･

ソ サ ラ イ ( オ ー ム ネ) ､

オ ロ シ テ ( 手を
一

度 た た く) オ ッ サ ラ イ

チ憎烏町の 植中氏 の 掛 け声 の 流 れ も紀和町大栗娼の 佐

古l.｣ 氏 の 掛 け声 の 流 れ と よ く 似 て い る し, ｢ オ ヒ ト ツ｣

や ｢ オ ッ サ ラ イ｣ と い っ た掛 け 声も共通 し て 使用 し て

紀和町楊枝の 島民 もお 手玉をす る 時 に ｢ オ ッ サ ライ｣

と い う掛 け声 を繰 り返 し て い た と述 べ て い るo 尚､ 上

記の お 手玉 の ル
ー

ル に は ､ 我 々 の 想像 を は る か に 超 え

た 創造的な 規則が あり､ そ の 詳細 は ビ デ オ 教材 の 佐古

口 氏 の 説明を 参照願 い た い ｡

( 3 - 2 ) 肩車

｢ 肩車｣ に 対する 方言形 に つ い て は表 3 に 示す結果 を

得 ら れ た｡ 植中氏 の ｢ デ ン グ ル マ タ｣ , 畠氏 の ｢ テ ン ダ

ル マ｣ は
､ 熊野 の 伝統的 な 方言形 で あ り ､ 竹 ノ 花氏 の

｢ カ タ ン マ｣ は
､ 丹羽 (20 0 0) に よ る と か つ て 三 重県 で

全県的に 使用 さ れ て い た ｢ カ タ ウ マ 系｣ の 語形で あ るo

そ して ､ 山本 ･ 佐古 口 両氏 は 局在 の 共通語形 で もあ る

｢ カ タ グ ル マ｣ を 回答 して い て ､ 熊野 の 高年層 の 中 で も

(衰 3) ｢ 肩車｣ の 方言形

話 者 氏 名 肩 車

植 中 逸 呑 テ ン ダ ル マ タ

山 本 文 子 カ タ ダ ル マ

竹 ノ花 光 代 カ タ ン マ

佐古口 ふ さ ゑ カ タ ダ ル マ

畠 は L: め テ ン ダル マ

d > カ タ 勺

L タt
'

9･ '

7 タ ビヨ
>

-

.
クt

r

( ? ) 7 ?

L タE
'

( a )

T 7 { ( = ) / I

B > ビ1 > ) t
r

タ 1
. t

r

ト
ニ

t
′

ヽ

E > ビ( ㍗ ) t
'

( ン〉 J
.

･ - 1 / L < 1

.
､

1

- ビ ン 1 リ.
t ' ン ゴ

▲ < ビ タ 三
.

t ' t
'

タ ン

V ピ ピ ン シ ● ン フ

● ク
マ

(
i

ノ セ J
v

)

●
,I (

-

Z . ク > ク r =

β

i(
i

(図 2 ) ｢ 肩車｣ の 日本言語 地園 (佐藤 200 2)

多様性 を確認 で き興味深 い o ｢ テ ン ダ ル マ ( タ)｣ の 語源

に つ い て は ､ ｢ 手車｣ と い う数人が 手 を 組 み 合 わ せ て
,

そ の 上 に 人を の せ る遊 び に 由来する と い う指摘 が あ る o

又, 狂言 や浄瑠璃 に もそ の 意味で ｢ テ ン ダ ル マ ( 夕)｣

が使用さ れ て い る と の こ と で あ る (佐藤､
2 0 0 2) o

次 に ｢ カ タ ン マ｣ に つ い て は､ 図 2 の 語形 の 地理的分

布 に 基 づ く と､ ｢ カ タ ウ マ ( カ タ ン マ)｣ の 分布が
､ 関西

中央部 の ｢ カ タ ク マ｣ の 周辺部 に あ る こ と か ら､ 方言周

囲論的 に 考 え る と 地理 的に よ り周辺的に 確認 さ れ る ｢ カ

タ ウ マ ( カ タ ン マ) ｣ か ら 地理的 に より中心部 に あ る

｢ カ タ ク マ｣ が 生ま れ た 可能性を 想定 で き る ｡ 更 に 語形

の 新旧 関係で は ､ 全国的 に み る と図 2 の ｢ テ ン ダ ル マ タ｣

の 分布 が､ ｢ カ タ ウ マ ( カ タ ン マ)｣ の 分布 よ り､ よ り 周

辺部 に 確認 で き る こ とか ら､ 上記 3 語形 の 新旧関係 は次

の よ う に 想定さ れ るo

テ ン グ ル マ タ > カ タ ウ マ
､ カ タ ン マ > カ タ ク マ

' 事 ● = 書 ビ デ オ編集 ソ フ ト は ユ ーリ- ド社 の V id e o st u di o 9 を使用 し た.

= = = ● ( ) の 後の 繰り 返 し記号 は､ ( ) 内の 文句 を お手玉 の 数 だ け繰 り返 す こ と を 示し て い る ｡
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つ ま り､ テ ン グ ル マ タ が 最 も 伝統的な語形 で
､ 次 い で

｢ カ タ ウ マ ( カ タ ン マ)｣ が 新 しく ､
｢ カ タ ク マ｣ は最 も

新 しく生 ま れ た語形 で あ る と 方言周圏論的 に は推定さ れ

得 る｡ た だ､ 佐藤 (2 0 0 2) で は 日 葡辞書 ( 1 6 0 3 年) に ､

こ の 3 語形 の 中で は､ 上記下線部の 地理 的分布か ら 最も

新 しい と想定 し得 る ｢ カ タ ク マ｣ が 記載さ れ て い る
､

と

述 べ て い るo そ し て ､ こ の 点 に 基づ く と 室町末期の 段階

で ｢ カ タ ク マ｣ が使用 さ れ て い た は ずだと指摘 して い るo

つ ま り 今回熊野 で 確認 さ れ た ｢ テ ン ダ ル マ ( 夕)｣ ,
｢ カ

タ ウ マ ( カ タ ン マ)｣ は ､ 少 なくと も 室町末期以 前 に 使

用 さ れ て い た 語形 で あ る 可能性が 高い
､ と 言え そ う で あ

る ｡

( 3 - 3 ) 鬼 ご っ こ

( 参殿 : ビデ オ 1 3 分 29 秒 - 1 4 分 0 5 秒)

( 表 4) ｢ 鬼 ご っ こ｣ の 方言形

話 者 氏 名 鬼 ご つ こ

植 中 逸 香 オ ア イ ゴ 卜

山 本 文 子 オ ニ ゴ ツ コ

竹 ノ 花 光 代 オ ニ ゴ ツ コ

佐古 口 ふ さ ゑ オ ニ ゴ ツ コ

畠 は じ め オ ア イ ゴ 卜

｢ 鬼 ご っ こ｣ の 方言形 に つ い て は
､ 大きく こ の 遊 び の

r4 ] JL ､ と な る ｢ オ ニ ｣ が 入 っ て い る 語形と ｢ 追う ､ 捕ま え

る｣ の 動作 を意味する 語形 が 入 っ た語形に焦点を当て る｡

ま ず
, 今回 の 調査 の 中で 植rl 1 氏と 畠氏 に ｢ オ ア イ ゴ ト｣

の 回 答を ､ 他 の 3 名 の 方か ら は ｢ オ ニ ゴ ッ コ ｣ の 回答 を

得 た (表 4) ｡ こ の 結果 か ら は ､ 熊野 の 中 で も ｢ こ の 遊

び の 中心 的存在｣ に 注目 し た 表現 (｢ オ ニ ゴ ッ コ ｣) を使

用す る か
､

｢ 追 い か け る と い う 動作｣ に 注目す る 表現

(｢ オ ア イ ゴ ト｣) を 使用す る か と い 選択 に 個人差 が あ る

こ と を 見て 取れ るo

( 表 5) 三 重県内の
一

覧表

地 域 鬼 ご つ こ

三 重全域 オ 二 ゴ 卜

中勢 オー 二 幸

北 . 中勢 . 熊野 オ ニ ト リ

北勢 オ ワ エ ガチ

北 . 中勢
. 熊野 オ ワ エ ゴ ト

南勢 . 熊野 オ ワ エ ヤ イ

志摩 ツ カ マ エ コ

(注) 丹羽 ( 2 0 0 0) に 基づ き､ 筆者が 回答地域を ま と め

直 した も の を表 5 に 示 し て い る ｡

~ * = ( コ 】

一 * = J r

Z , * 三 F ヶ
コ

▼
* 三 十 1

▼ * エ ( コ い ,

T * 三 プ ) I

l ▲ 三 ク チ

J J = カ L

一 書 = 十 ラ 廿

A * ' l エ ( 4 1
.

★ ヤ

A I '
l

1 1
7

7

T
' t J タ フ

▲ ■ サ 1 コ . ∫ ▼ ユ g ラ

●
寸
【イ け ン) ∃

▲ L H イ ↑ イ

I d ll イf ,
T ウ

J

A dI ? * ン ヨ

ヰ ク カ ー > ( * = 】

l カナ ミ 1 - .
h ナ

( 図3 ) ｢ 鬼ご っ こ｣ の 日 本言 語他 国 ( 佐藤 200 2)

次 い で
､

三重県内で 約 8 0 種 あ る と い わ れ る ｢ 鬼 ご っ

こ｣ を表す 伝統的 な 形式 の 巾で
､
比較的Ji; い 分布を 持 っ

｢ オ ニ ｣ 系 の 語形と ｢ オ ウ ･ ツ カ マ エ ル｣ 系 の 語形 に 焦

点 を 当 て
, 地域 垣 の 状況 を 示 L た も の が 表 5 で あ

る
‥ ‥ . - ' '

o 熊野 で 報告 の あ る ｢ オ ニ ト リ｣ や ｢ オ ワ エ

ヤ イ｣ は 今回確認 で き な か っ た が
､ 表 5 の ｢ オ ワ 干 ゴ ト

( o w
竺 g O t O)｣ は

,
植巾 ･ 畠両氏 の ｢ オ ア イ ゴ ト ( o a i g o t

o)｣ ( 表4) に お ける 二 重母音 [ a i] が [ e] に 融合 す る

こ と で 生 ま れ る変異形 (意味が 異 な ら な い 範囲で 追 う 語

形) で あ る と い え る
● ‥ I ‥ ■ ' l

更に 図 3 の 全国
/
)) 柿で は

, 白抜き の吉L! 号で 示さ れ て い

る ｢ オ ウ . ツ カ マ エ ル｣ 系 の 分布が ､ 関西中央部の 周辺

地域と 九州南部､ 東北北部 に 集中的 に 確認 で き る｡ -
-

)j ､

黒抜 き の 記号 で 示 さ れ て い る ｢ オ ニ｣ 系 の 分布 は､ 九州

南部､ 東北北部 の ｢ オ ウ ･ ツ カ マ エ ル｣ 系 の 分布 よ り､

い ずれ も 内側 で 確認 さ れ るo こ の 点 を方言問圏論的 に 語

の 新 旧関係 を解釈 して み る と ､ よ り地理 的 に 外側 に 分布

する ｢ オ ウ｣ 系 の 語形 よ り､ 内側 に 分布する ｢ オ ニ ｣ 系

の 語形 の 方 が
､ 新 しく 誕生 し た 語形 で あ る と考えら れるo

又､ 図 3 の 熊野 で は ､ ｢ オ ニ｣ 系 の ｢ オ ニ コ ト リ｣ と

｢ オ ウ｣ 系の ｢ ポ ウ｣ の 両語形 の 分布 を確認 で き る o 熊

野 の よ う に ｢ こ の 遊 びの 中心的存在｣ と ｢ 追 い か け ると

い う動作｣ の 両観点 に着目す る 地域 や そ の 両観点 の ど ち

- - - - 三 重県内の 他の 呼 び名と し て は､ 北勢の ｢ メ ー カ ン ポ｣ , 北牟婁郡 の ｢ ア ラ｣ ,
志摩 の ｢ ア タ リ パ パ｣ 等の 報告 が あ るo

- * ･ - - ･ 丹羽 (2 0 0 0) に は ､ 熊野 で は見 え る [ m 皇軍r u ] を メ ル [ m 里【u ] に
,

又家 [垂] を ェ - [ 旦 ⊥
] に 発 音 さ れ る と の 指 摘

が あ る. つ ま り熊野 の 特徴 と し て 二 重母音 の[ i e] 等が[ e ( : )] に 融合 さ れ る こ と が あ る と い う こ と で あ るo
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熊野 の 遊 び こ と ば の 豊 か さ を教材 に す る

(表6) 遊びの 変化

1 9 6 0 年 の 遊 び ( 43 作品) 1 9 8 0 年の 遊 び ( 1 9 作品) 2 0 0 4 年 の 遊 び ( 5 4 作品)

つ り ( 5 作 品) ふ な か き (2 作 品) た こ あ げ ク リ ス マ ス サ ッ カ
ー

つ り 川で 泳ぐ ( 2 作品) 川で 遊ぶ

ふ な つ き い そ あ そ び お た ま じ や く 豆 ま き 花 火 ゲ
ー ム ( 3 作品) 滝水浴 ( 5 作品) 水切り ( 5 作品)

しと り さ さ舟 つ く り こ ま た つ く り バ レ ー すい か割 り きもだ め し た
-

ざん ロ -

プ こ まま わ し 竹馬

(3 作 品) 山ももと り 山ゆ りと り テ レ ビ (2 作 品) し よ う ぎ ( 2 作品) か くれ ん ば すもう 花火 ( 2 作品)

ま ま ごと (4 作品) ま あぶ る ( 3 作 野球 (2 作 品) ト ラ ンプ テ レ ビ ゲ
-

た ば ら して ( 2 作品) 野球 バ ドミ

品) か く れん ぼ し や ぼん だ ま ム ン ト ン キ ャ ッ チ ボ ー ル し よ う ぎ

か ん け り (2 作品) い し け り (2 作 テ レ ビ ( 1 1 作 品) テ レ ビ ゲ
ー ム (9

品) ボ - ル つ き お と しあ な つ く り 作 品) 本読 み ( 2 作 品) 映 画 ( 2

きり や い すもう ( 2 作品) ふ きや 作品) ボ ー

リ ン グ バ
ッ ティ ン グセ

兵隊 ご つ こ 自動車 ご つ こ ト ラ ン プ

自転車の り あ う と お に や き ゆ う

ド ッ デ ポ - ル 本よ み

ン 夕
- (2 作品)

(表 7) 大人が 近く に い る遊び

19 6 0 年 の 遊 び の 数 ( 43) 1 9 8 0 年の 遊び の 数 ( 1 9) 2 0 0 4 年の 遊 びの 数 ( 5 4)

な し ク リ ス マ ス 豆 ま き 花 火 ゲ
ー ム 3 海水 浴 5 水切 り 4 こ ま ま わ し 花

バ レ - ス イ カ割 り きもだ め し 火 1 すもう バ ドミ ン ト ン 映画 2

野球 ボ - リ ン グ バ
ッ テ ィ ン グセ ン タ

- 2

合計 0 (0 % ) 合計 10 (5 3 % ) 合計 1 8 (3 3 % )

らか に 焦点 を当て る地域が あり ､ それ ら の 分布が 関西中

央部を 中心と して 同心円状 に 確認 で き ると い う点も興味

深 い ( 図 3) ｡

4 . 考 察

さ て ､ ｢ 遊 び こ と ば の 豊か さ｣ と は 一

体何 だ ろ う か ｡

本稿 で は
､

そ れ を遊 び こ と ば に 限 ら ず､ こ と ば全般 に 当

て は ま る定義 と し て 捉 え た い ｡ つ ま り､ こ と ば の 多様性

そ の もの
､ 言 い 換 え る と こ と ば の 使用 に お け る バ リ エ

ー

シ ョ ン ( 地域差 や世代差､ 個人差､ 語棄差等) を示す状

況 そ の もの を ｢ こ と ば の 豊か さ を指 し示 し て い る もの｣

と して 考え た い ｡ そ して ､ こ の こ と ば の 多様性 を理 解 し

て い く 上 で ､
3 章で 確認 し た各方言形 の 語源や 語形 の 地

理 的分布､ 又 は文献 か ら推定 し得る 語の 変遷 に つ い て 理

解する こ と も大切 で あ る と考 え る｡

又､ 熊野 の 高年層 の 方 は身近 な 自然物 (小豆 や鈴等)

を利用 し っ っ
､ 視覚 や聴覚､ 触覚､ 嘆覚 の 感覚 を最大限

に 働 か せ て ､ 創造的な遊 び を行 っ て い た こ と が わ か っ た

(S 章 S - 1 の 3) ｡ 佐古 口 氏手製 の お手玉 袋 の 生地 の 色鮮

や か さ は視覚 を刺激 し､ か っ て 女 の 子同士 が そ の お し ゃ

れ さ を競 っ て い た光景が目に 浮か ぶ し
､

その 中身は､ 煎 っ

た お 茶の 葉が 入 っ て い て ､ お 手玉が で きて 間 も な い 頃 に

は､ お 茶の 香ば し い 香り を 楽 しめ た に 違 い な い ｡ ま た
､

手製の お 手玉袋の 生地の 感覚 を 味わ い な が ら
､ 植中氏 の

お諸 に あ っ た 中身 に 鈴 や ボ タ ン
､ あ ずき 等を い れ た こ と

に よ る お手玉袋毎 に 違 う音 の 響 き の 違 い もか っ て は楽 し

め た こ と で あ ろ う｡

つ ま り熊野 の お手玉遊 び は､ 実 は五 感 の 中で 味覚以 外

の 全 て の 感覚 を総合的 に 刺激す る創造的 な ル ー ル を持 っ

遊 び で あ っ た の だ｡ 昨今､ ｢ 幼児 の 味覚が お か しく な っ

て い る｣ とか ｢ きれ や す い 子供が 多 い｣ と い われ る背景

に ある 食品添加物等 の 多 さや
､

人工 的 で 受動的 な視覚や

聴覚的 な刺激 に 偏 っ た テ レ ビゲ ー ム 等の 影響が 懸念さ れ

る 中､ か っ て の ｢ お 手玉遊 び｣ の よう な 自然物か らの 五

感 に 訴え る 創造的な 遊 びを 幼少時 に 体験す る こ と の 重要

性 が 提起 さ れ て い る よう に も思わ れ る｡ 次節で は
､

こ の

熊野 の 遊 び こ と ば や 遊び の あ り 方 に 焦点 を あ て て ､ 教材

化 を試 み る｡ (1 - 4 章 文責 : 余)

5 . 指導案例

5 . 指導計画例 教科 一 総合的な学習
-

( 5 - り 子 ども と遊び ･ 遊び こ と ば (対象学年 : 6 学

年)

最近の 子 ど もた ちは遊ば なく な っ たとか､ 遊 びが変わ っ

た と い わ れ て い る｡ その こ と は どう なの か と い う こ と を､

手元に あ る 和歌山県那智勝浦町立宇久井小学校文集 ｢ 千

尋｣ の 19 6 0 年 と 1 98 0 年そ れ ぞ れ
一

年間の 作文と 三 重県

熊野市立入鹿小学校6 年学級文集 ｢ な か ま｣ の 20 0 4 年

度
一

年間の 作文 の 中か ら､ 遊 び を取 り上げ比較 し た (義

6) ｡

1 9 6 0 年と い え ば､ 高度経済成長 の 始 ま っ た こ ろ で あ

るが ､ そ の 影響 は熊野 で は ま だ なか っ た こ ろ で あ る｡ つ

ま り ､
こ れ ら の 遊 び は

､
全体的 に は それ ま で の 子 ど もた

ちの 遊 びの 延長線上 に 位置付 け られ る｡ だ か ら
､

こ の 当
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時の 宇久井の 子 ど もた ち は､ ま わ り に ある 豊か な 自然の

中で 遊ん で い た｡ 遊 び全体 に し める ､ 海 ･ 川や 山で の 遊

びが 16 作品 (3 7 % ) を 占め て い る｡

一

方 ､
2 0 0 4 年 の 子 ど もた ち の 作文 で の 海 ･ 川 や 山 で

の 遊 び は 15 作品 (28 % ) と な っ て い る｡ しか し ､ そ の

中に
､ 学級 で 行 っ た遊 び水切り 5 作品中4 作品 や親 に 連

れ っ て もら っ た海水浴 が あ る の で ､ 子 どもた ち が子 ど も

た ち だ け で 行動 し た と い う遊 び に 限る と 6 作品 (11 % )

と な る｡

ま た､ 特徴的な こ と を あ げる と､ 1 9 6 0 年の 遊 び に は､

大人 た ち が近 く に い な い が
､

1 9 8 0 年や 20 0 4 年 の 子 ど も

た ち の 近く に は､ 大人達 が い る こ と で あ る (表 7) ｡

｢ 遊 び｣ と は何か と い う とか な り厄介 だが ､ 河崎道夫

氏 は 『あそ びの ひ み つ』 の なか で ｢ い わく ｢ あ そ び は自

発的 で な けれ ば な らな い｣ ｢ お と な が か か わ る こ と は 自

発性を そ こ な う｣ ｣ と 指摘 して い る｡ そ の こ と を 考え る

と 19 8 0 年 の 子 どもた ち の 遊 び の 半数 や 2 00 4 年の 子 ども

た ち の 遊 び の 三 分の
一

は ､ 遊び に 入れ て い い の か は っ き

り しな く な っ て くる｡

さ ら に ､ 今 の 子 どもた ちの 遊び は
､

テ レ ビ ･

映画やゲ ー

ム な どの よ う に ､ 受動的で 静的な遊 び が 多い と い う こ と

が い え る の で は な い だ ろ う か｡

都市部 に お い て ､ 高度経済成長 は子 ど もた ち か ら遊 び

の 場 を奪 っ た と い わ れ て い る｡ し か し
､ 当地に お い て は､

そ の よ う な こ と はな か っ た ｡ だ が ､ 1 9 9 0 年代後半 か ら

の テ レ ビ ゲ
ー ム な ど の 普及 は子 ど もた ち の 遊 び場 を屋外

か ら室内 へ と移動 さ せ て い っ た｡ 1 9 6 0 年の 室内遊 び は､

｢ ト ラ ン プ ･ 本 よみ｣ の 2 作品 (5 % ) だ が
､

2 0 0 4 年 に

な る と ｢ し ょ う ぎ ･

て れ び ･ ゲ ー ム ･ 本読 み ･ 映画｣ の

25 作品 (46 % ) と半数 を 占め る ま で に な っ て い る｡

そ の よう な 子 どもの 遊 びを め ぐる 変化 の 中で ､ 熊野 に

お ける 伝統的な ｢ タ バ ラ シ テ｣ を始 めと する ｢ 熊野の 遊

び や遊 び こ と ば｣ を総合的な 学習と して 取り 上げた い と

考え た｡

( 5 - 2 ) ｢ タ パ ラ シテ｣ を始 め と する 熊野 の 遊びや遊び

こ と ば に つ い て

中秋 の 名月 の 夜 に
､ 子 ど もた ち は､ 各家庭 に 供 え ら れ

て お菓子 な ど を た ば り に 歩 き ま わ る｡ こ の こ と を こ の 学

校 の 子 ど もた ち は ｢ タ バ ラ シ テ｣ と よん で い る｡ 私が 子

どもの こ ろ は､ ｢ い もた ば り｣ と よ ん で い た よ う な気 が

する｡ こ の よう な風習 は､ 熊野の 地だ け で は なく ､ 昔 は

全国各地 に あ っ たの で はな い か と 考え られ る｡ 平凡社の

百科事典 に は､ 次の よ う に 記さ れ て い る ｡ ｢ こ の 夜 に か

ぎ っ て ､ 子 どもが 長い さ お で 供物を っ きさ し にく る こと｣

と あ る｡ 地域社会 の 変化 に よ っ て 失 わ れ て き て い る こ の

風習 が持 っ 子 ども文化 に お け る大事 な意味が確認 さ れ て

い な い ｡ こ の ｢ タ バ ラ シ テ｣ が持 っ
､ 子 ども文化 に お け

る 意味 に つ い て は､ 拙稿 『｢ タ バ ラ シ テ｣ が も つ 子 ども

文化 の 特徴』(2 00 5 年 ｢ 子 どもと 自然｣ 学会発表) に お

い て 論 じて い る の で 参考に して い た だ きた い
｡

こ の ｢ タ バ ラ シ テ｣ に お い て ､ 子 どもた ち は子 どもた

ち だ け で 夜 の 世界 を生き生きと排御 して い る の で あ る｡

次 の 子 どもの 日記 か ら そ の 様子 が読 み取る こ とが 出来る｡

夕方｡ (六時 すぎ) ぼく は､ れ ん君 と弟 で ｢ タ バ ラ シ テ｣ と

言 い なが ら､ 十 けん ぐら い 行 っ た｡ とち ゅ うか ら弟は家に帰 っ

たo 七時｡ 雨が ふ りだ し た. ぼく ら は
､

び っ し ょ に な っ て お

か し をもら っ た｡ ひ らまん へ 行く と
,

も りお君 とあ つ し 君 と

し はち ゃ ん が い た｡ 今日で
､

ぴ っ たり､
お か し を六十個 と っ

た｡

一

年前 は
､ 百三 個で した ｡

普段､ お と な し い 子 ど もで も､ 家 の 前 に い く と ｢ タ バ

ラ シ テ｣ と 大き な声 を出さ な けれ ば な ら な い の で あ る｡

よ ほ どの 大雨で な い 限り ｢ タ バ ラ シ テ｣ は中止 に は な

らな い｡ も し大雨 に な っ て 中止 に な っ た 場合 は､ 次の 満

月 の と きを ｢実名月｣ と して ､ 子 どもた ち はや はり ｢ タ

バ ラ シ テ｣ を実行する の で あ る｡ 中止 に な っ た最初の 満

月 を ｢芋名月｣ と 呼ぶ こ と もあ る｡ 雨 の 中を た ば っ て 歩

く子 ども の 日記 を次 に 取 り上げて い る｡

タ バ ラ シ テ で､ ゆ うかち ゃ ん と さ と こ っ ち と月子 っ ち と み さ

き と た い き で タ バ ラ シ テ をし た｡ 板屋や所山はば とん どまわ っ

た はず だが
､

さ と しくん た ち の 方だ け行 っ て なか っ た｡ で も
､

雨 がふ っ て き た｡ だ が
､
｢ 女 は どき ょ う

ー

だ ! ｣ ｢ 男 もど き ょ

う だ
-

｣ っ て頑 に ふ く をか ぶ っ て B & G に行 く と
､

ゆ う と

と たく と の お 父 さん が 理 子 ち ゃ ん の 家 まで お く っ て くれ た｡

そ れ か ら まん が を よん で
､ 去年 の 運動会 の ビ デ オを見 た｡ と

にか く楽 しか っ た ｡ 雨の 中を走 る の も､ お も し ろか っ た
｡

な お､ ｢ タ パ ル｣ と い う言葉 に つ い て は
､

3 節 に お け

る(3 - 1) の(1) お手玉 遊びの と こ ろ で 熊野 に お い て の み

使用さ れ た と い う こ と が 述 べ られ て い る ｡ ｢ タ パ ル｣ と

い う 言葉を 使用する場面と して は､ 仏前や 神前 に お 供え

した 供物を さ げて き て 自分達 が 食する と き ､ ま た ､ お 手

玉遊 び や キ ャ ッ チ ボ
ー

ル を する と き に ボ
ー

ル を受 ける と

きな ど に 使 っ た｡ 筆者 ( 熊野出身 ･ 5 0 代) が 小 さ い と

き に キ ャ ッ チ ボ
ー

ル の こ と を ｢ た ば り や い｣ と言 っ た こ

と を覚 え て い る｡ つ ま り ｢ タ パ ル｣ と い う方言形 に つ い

て は､ 熊野 の 中で 高年層 か ら 中年層 を経 て 若年層 に も伝

承 さ れ て い る こ とが わか っ た｡ こ の 背景 に は､ 熊野 の 中

で ｢ お手玉遊 び｣ は現代 の 若年層 に は､ は とん ど受 け継

が れ て い な い もの の
､
｢ タ バ ラ シ テ｣ の 遊 び は､ 上述 の

よう に 現代の 若年層 に も多く受 け継が れ て い る点 を指摘

で き よう ｡

そ の 他 に も､ 3 章で 触れ られ て い る よう に
､ 熊野 の か

っ て の 遊び こ と ば に は ｢ イ ッ カ｣ や ｢ テ ン グ ル マ タ｣ ､

｢ オ ア イ ゴ ト｣ ､
そ の 他 に も ｢ ケ ン｣ ( め4 / こ) ､ ｢ チ ン チ

ン｣ ( 片足と び) 等 の よう な遊 び こ と ばが 使わ れ て い た｡

- 4 0
-



熊野 の 遊 び こ と ば の 豊か さ を教材 に す る

( 5
-

3 ) 単元 設定理 由

｢ タ バ ラ シ テ｣ と い う 子ども の 遊び (行事や]A1 習と い っ

て も い い) は
､ 遊 びが 持 つ 本来 の 特性 を色濃く残 し て い

る よ う に 感 じ る｡ 例え ば
､ ①異年齢集団と な っ て い る､

②子 ど もだ けの 活動で あ る
, ③JL ､ が開放され る な どと い っ

た こ と が み られ るo 子 ども の 遊 びが商品化され たり､

バ ー

チ ャ ル 化さ れ た り して い る 状況 を考え た と き
､
｢ タ バ ラ

シ テ｣ を始 め と する熊野 の 遊 びの ル ー ル や そ の 道 び こ と

ば に つ い て 子ど も自身 が学習の 対象 と し
､ 熊野 の 高年層

を通 じて そ の 意味 や 楽 しさ を認識す る 中で
､

そ れ らの 遊

び を伝承 し て い こ う とす る意識 が生 ま れ て く る の で は な

い か と 思 われ る｡

( 5 - 4 ) 指導計両 全 7 時間

第 1 ･ 2 時 ｢ タ バ ラ シ テ｣ を 始め と す る ｢ 熊野 の 遊 び

や 遊 び こ と ば｣ に つ い て 楽 し い と こ ろ を 出

L 合 う

熊野 の 遊 び や 遊 び こ と ば 調査 の 事前 の 話 し

合 い

第 3 時 調査 (各班 で 都合 の よ い L] 時を 決 め て
､ 実

施する)

第 4 ･ 5 時 得 られ た 調査結果 を深 め ､ ま と め る ( そ

の 語の 語蘭や 語史等 を調 べ る)

第 6 時 調査結果 の 発表

第 7 時 ｢ タ バ ラ シ テ｣ を 始め と す る 熊野 の 遊 び こ

と ば や 遊 びを 調査 して の 感想を 交流する

( 5 章文責 : 鈴木)

6 . まとめ

遊 び こ と ばや 遊 び の 多様性が 失わ れ る と い う こ と は､

そ れ らの 背景 に あ る 独自の 豊か な価値観 も失 わ れ る と い

う こ と で も ある o 第 3 章で 熊野 の 高年層 に お い て は
､

共

通語形の 回答が 混 じ る 中 に も ､ 豊 か な バ リ エ
ー シ ョ ン

( 変異) に 富 む方言形 の 遊 び こ と ば や そ の 五 感 を フ ル に

活用 し た創造的な 遊 び (3 節 ( 3 - I) の( 3) 参殿) が 確

認さ れ た もの の ､ 現代の弁巨野 の 若年層に お い て も全国的

な 傾向と 同様 に そ れ ら の ほ と ん どが伝承 さ れ て い な い よ

う で あ るo 動 ･ 植物 が絶滅 に 顔す る場合､ ｢ 環機保護｣

の 名 の 下に 実際 に そ の 効果的な対策 が な さ れ る こ と も多

い だ ろ うo し か し抽象的な ｢ こ と ば や そ の 背景に あ る 行

為｣ が絶滅 に 瀕 し て も､ 目 に 見え な い 対象 で もあ り､ か

つ そ の 地域 の こ と ば で も そ れ を使用する か否 か は､ 当然

本人 の 意思 に 従う べ き問題 で も あ る の で ､ そ の 効果的 な

対策 を打 ち出 し実行 に 移す こ と が難 し い
｡

そ の 中に あ っ て
､

5 節で 鈴木 が子供 の 遊 び の 本質 に 関

する い く つ か の 指摘 の 中で
､ 昔も今 も共通す る要素 と し

て ｢子供達だ けで 楽 し め る こ と ( 心が 開放さ れ る こ と)｣

( 表 8) 指導案例

第 l ･ 2 時 の 指導 の 流れ

目標 ｢ タ バ ラ シ テ｣ を始 め と す る熊野 の 遊 び こ と ばや 遊 びの 楽 しさ を 確認する

｢ タ パ ラ シ テ｣ を始 め と す る熊野 の 遊 び こ と ば や遊 びを 自分た ち で 調査す る た め準備を する

時間 ‡ な 学 習 7吉 動 指 導 上 の 留 意 点

l
2 0 作文 を読 む 2 00 4 年 の ｢ タ バ ラ シ テ｣ の 時の 日記 . 作文を 2 編読む .

日記 平 子弥裟 今の 遊 び の 楽し さ と昔 の 遊び の 楽 しさ の 違 い を 考え て も ら

】 作文 ｢ い と こ の れ ん 君 と 夕 パ ラ シ テ に 行 つ た｣ 不 破啓太

有賀野の 伝統的な 遊 び こ と ば や 遊 び を 収録 し た ビ デ オ 言葉輩実

≡.一叢轟轡!_穆…護 覇夢 雛 を 見 る

?
o

4 0 話 し合う こ の 年 の ｢ 夕 パ ラ シ テ｣ は
､ 途 中か ら雨と な つ た が

､
そ れ

2 編 の □ 記 . 作文や ビ デ オの 内容 を 中心 に 話 し 合 う が 自 で も 子ど も た ち は ｢ と て t, ､ 楽 しか つ た｣ ｢ 雨 の 中 を 走 る

分の ｢ 夕 パ ラ シ テ｣ を 始め とす る熊野 の 遊 び こ と ば や遊 び の も ､
お もし ろ か つ た｣ ｢ 両に ぬ れ た の で 本 当 に 楽 しか つ

に つ い て の 調 禿項E] や 詞杏対象を出 して も ら う た｣ と あ る が
､ それ 程楽 し か つ た理 由を子 ど も達 の 対話の

中 で 出し て もら うo

ビ デ オ で 確認 で き る ｢ イ ツ カ｣ 海嶺喜婆斐至当篇*…重義毒

撃軽挙 等 の

_
遊 び こ と ば や そ の ル - ル * -藁

…雪害窪憂萱
-
T;萱垂… 遼

蚕……琵琶垂無蓋萱を参考 に 他 の ｢ 遊 び こ と ば や遊 び の ル - ル｣

の 調査項目を 考え て も らう o

3 0 通 学団 で 班 を作 り話 し 合う 調査 は
,

放課後や 休El に 行う た め に
､

斑 は集 ま り やす い 子

ど も た ち で 編成す るo

調査項 目 は
､

｢ タ バ ラ シ テ｣ を 始 め とす る 熊野 の 遊 び こ と

ぱ や遊 び の 過 去 . 現 在 . 未来 と い つ た こ と と広が り と い つ

た こ と な どを 考慮 した 事柄を あ げ る よう に し た い c た だ
､

子 ど もた ち と して は ｢ タ
バ ラ シ テ｣ を始め とす る熊野 の 遊

ぴ こ と ば や遊 び の 楽 しさ を再認 識す る よう な 項目 をあ げる

と 考え られ る の で そ の こ と は尊重 しf= い .
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と い う点 を抽出で きよ う｡ こ の 指摘 は重要で あ ると 考え

る｡
つ ま り､ 伝統的な熊野 の 他の 多く の ｢遊 び こ と ば や

遊 び｣ が無く な っ て い く 中で ､ ｢ タ バ ラ シ テ｣ の そ の 遊

び こ と ば と遊 び の 両面 が現在 の 子供た ち に 受 け継 が れ て

い る理 由と し て ､ 正 に 今 の 子供達 に と っ て も こ の 行為自

体 を純粋 に 楽 し め る
､

と い う点 を作文 の 内容 か ら読 み取

れ る｡

そ の
一

方 で ､ ｢ 総合的学習の 時間｣ の 課題 と し て ､ ｢ 最

初 の 関心 が子供達 の 中で 深ま っ て い か ない ､ 或い は広ま っ

て い か な い｣ と い う点 が あ る｡ こ れ を受 け て 考 え る と子

供達自身 の ｢ タ バ ラ シ テ｣ の 持 っ 楽 し さ を再確認する こ

と を第
一

段階 と し つ つ も､ そ こ に と ど ま ら ず､ 例 え ば

｢ タ バ ラ シ テ｣ を 通 して 自分達と は違 っ た 価値観 に 触 れ

て み る､ と い っ た第 二 段階に 相当する よ う な設定 が必要

に な っ て く る で あ ろ う｡

そ こ で ､

一

案 と し て 本稿 で 取り上げた ビ デ オ教材 を使

用 し
､

ま ず は熊野 の 地域内に お い て ､ ｢ タ パ ル｣ と い う

遊 び こ と ば を共通 に 持 ち つ つ も自分達 と は違 う価値観､

つ まり 熊野 の 高年層 の お手玉遊 び ( タ バ リ) に お け る創

造的 な ル ー ル や 昔 の 遊 び と今 の 遊 び に お け る楽 し み方 の

違 い を確認 し た り､ 更 な る段階 と し て お手玉 の 語形 の 全

国分布や 文献等か ら､ 東海 や西 日本､ 全国 と い っ た よ り

広 い 地域 の 中 に お け る熊野 の 位置関係等 を実感 し た り で

き る よう な設定等 を考え られ る｡

つ ま り､ 静的 な作文教材と 動的 な ビ デ オ教材 を上手く

複合する こ と で ､ 情報過多 の 現代 に お い て 見失 い が ち な

自分自身の 存在価値 をま ず再認識 し
､ 次 い で 地域内 の 自

分と は違 っ た 価値観を 共有する こ と で
､ 自分の 地域 の 良

さ も認識 し
､ 更な る 段階 で は､ 他地域 の 価値観 も許容で

きて い ける よう な 一

連の ｢ 自己の 存在価値の 確認 と その

相対化｣ の プ ロ セ ス を 深 め､ 且 つ 広げて い け た ら大変意

義深い こ と だ と 考え る｡ そ して
､

そ の プ ロ セ ス が 子供の

非自己中心的で より 健全 な ｢ 生き る 力｣ の 再生 に つ な が

るも の と も考 え る｡

7 . 今後の 課題 ･ 問題点

昨年度､ 大学 で ｢ 総合演習｣ を担当し て み て ､ ｢ 総合｣

の 難 し さ を 一

部垣間見 た気 が し た｡ 対象 が大学生 と い う

大人 な の で ､ 更 に そ れ を差 し引 い て 考 え な け れ ば な ら な

い だ ろ うが
､

そ れ で も､ ｢ 学習者の 自発性｣ と ｢ 教員 の

リ ー ダ
ー

シ ッ プ｣ と の 間 で 葛藤 が続 い た｡ 前者 を前面 に

押 し出せ ば､ 学生 は何 を し た ら良 い か わ か ら な い た め作

業 が進 まず､ 後者 を前面 に 出しす ぎ る と､ 教員側 の 意向

を結果的 に 学習者 に 押 し付 け て し ま っ て い た｡ 前節後半

の 第 二 段階以降 の 段階 は､ 特 に 教員が 大 きく方向性 を決

め て しま う こ と に な り､ ｢ 総合的な学習｣ の ｢ 自発的学

習｣ の 精神 に 反す る こ と に な りか ね な い ｡ こ の 辺 り の 適

度な兼 ね 合 い に つ い て は､ 今後の 課題と した い ｡ ま た ､

｢ 自己の 存在価値 の 確認 と そ の 相対化｣ の プ ロ セ ス を 深

め
､

且 つ 広げて い く に は
､ 小学校か ら中学校 を縦断 した

長 い 視野 に基 づく段階的な計画性 が必要 に なる で あ ろう｡

(6 ､ 7 章文責 : 余
･ 鈴木)
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